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私たちは、大口町北地域自治組織とともにまちづくりに取り組んでいます。 
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大口町北地域自治組織第５回定期総会 

当日は、平成２９年度の事業報告・決算や平成３０年度事業計画・予算等について協

議し、定期総会後には、大口町歴史民俗資料館学芸員より講演「ちょっと昔のキオクの

旅～北地域の歩みを振り返る～」を開催します。参加費は無料です。皆様ぜひお越しく

ださい。 

《大口町北地域自治組織第５回定期総会》 

■日 時  平成３０年４月２１日（土） 午前１０時～ 

■場 所  健康文化センター４階 ほほえみホール 

■議 題  議案第１号 平成２９年度大口町北地域自治組織事業報告について 

      認定第１号 平成２９年度大口町北地域自治組織決算について 

      報告第１号 平成２９年度大口町北地域自治組織監査報告書 

      議案第２号 平成３０年度大口町北地域自治組織事業計画（案）について 

      議案第３号 平成３０年度大口町北地域自治組織予算（案）について 

      議案第４号 大口町北地域自治組織規約の一部改正（案）について 

《講演会》 

■開始予定時刻  平成３０年４月２１日（土） 午前１１時～ 

■講 演 内 容  「ちょっと昔のキオクの旅～北地域の歩みを振り返る～」  

大口町歴史民俗資料館学芸員 西松賢一郎 氏 

  昭和２０年代以降、大口町は様々な変貌を遂げ、現在も刻一刻と風景が変わって 

います。北地域でも、約７０年という時の経過の中で、もう見ることが出来なくなって 

しまったもの、変わらずに遺っているものなどあるかと思います。講演では、北地域が 

歩んできた歴史を振り返り、日常的な暮らしの中で積み重ねられたキオクを呼び起こ 

す、“ちょっと昔の北地域”の旅へご案内いたします。 
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犬のフンやゴミのポイ捨て禁止の啓発看板 

エコキャップの活動報告 

 大口町北地域自治組織のエコキャップ活動にご理解とご協力をいた

だき、誠にありがとうございました。皆様のご協力により、平成２９

年度は１，７５５ｋｇ（金額にすると５６，８６２円）を回収するこ

とができました。 

回収により得た資金は、空地を利用した美化活動などで活用させて

いただきました。今後もご協力いただきますようお願いします。 

 環境部会で進めてきた犬のフンやゴミのポイ捨て禁止の啓発

看板を設置しました。設置した場所は、頻繁にゴミが捨てられて

いる場所や犬のフンがそのままになっている場所。まずはその場

所をきれいにするところから始まり、そして写真のように設置し

ました。 

ある地域では、今までゴミのポイ捨てが多かったのが、看板を

設置したことでゴミの量も減ったという声も聞きました。 

環境パトロールも引き続き実施し、きれいな北地域づくりを継

続していきたいと思います。 

３月１日、登下校時の見守り活動をする地域の皆さんへの

“感謝の気持ちを伝える会”が大口北小学校で行われました。 

北地域自治組織では、毎週火曜日に児童の皆さんの登下校見

守り活動をしており、今回は１５名が参加しました。 

通学班ごとに分かれた６年生の児童たちが、見守り活動をす

る地域の皆さんに向けてお礼の言葉を述べた後、全員合唱のプ

レゼントがありました。そして最後にはお礼の手紙の贈呈があ

りました。参加された北地域自治組織パトロール隊の服部
はっとり

惠一
けいいち

さんは「北っ子は私たちにとってかわいい孫のよう。声をかけ

て癒され、元気をもらっている。６年生の子は、４月から中学

生になり、自転車通学も出てくる。自転車事故が多いため、気

を付けてほしい。１年生から５年生の子たちは、これから新１

年生が入ってくるので、通学時はぜひ手を差し伸べてほしい。」

と児童の皆さんに向けてお話をされました。 

登下校の見守り“ありがとう” 


